






Ⅰ目的 

最近 Vecchi らが新生児高ビリルビン血症に対する光療法の新たな光源として green light

が有効であることを報告した。ところで我々は既に報告した如く,in viro 及び in vivo に

おいて光エネルギーによる(ZZ)-bilirubin IXα(以下ⅠXαは略す)の代謝の全貌を解明し,

ヒト新生児黄疽に対する光療法の効果即ちビリルビンの体外への排泄促進による黄疽軽減

の機構において(EZ)-cyclobilirubin 及び(ZE)-bilirubin を介する経路が最も重要であり,

しかも特に(EZ)-cyclo-bilirubin を介する経路が優位であることを証明した。今回光療法

の光源の違いによる血中 photoi-somers の動態を解明する為に新生児高ビリルビン血症に

おける光療法の光源として blue white lamp 使用時及び green lamp と blue white lamp

の混合照射時後,比較的短時間における血中 photoisomers の動態について検討した。  


